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２
０
２
４
年
12
月
24
日
か

ら
２
０
２
６
年
１
月
８
日
ま

で
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
は
通
常
聖
年
を
祝
う
こ

と
と
な
る
。
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
は
、
２
月
11
日
、
新
福

音
化
推
進
評
議
会
議
長
サ
ル

バ
ト
ー
レ
（
リ
ノ
）・
フ
ィ

ジ
ケ
ラ
大
司
教
に
宛
て
た
書

簡
を
発
表
し
、
２
０
２
５

年
の
聖
年
の
開
催
を
告
知

し
、「
主
の
昇
天
」
を
祝
っ

た
５
月
９
日
、
２
０
２
５
年

の
聖
年
を
布
告
す
る
大
勅
書

「Spes non confundit

（
希
望
は
欺
か
な
い
）」
を
発
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通
常
聖
年
の
名
古
屋
教
区
と
し
て
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

新
枢
機
卿
に
菊
地
功
東
京

大
司
教
が
任
命
さ
れ
る

教区ホームページ

福音の
ひびき

12月の説教者

1 日　待降節第1主日
スサント・プリヨ

（江南教会）
8 日　待降節第2主日

品田　豊
（神言修道会）

15日　待降節第3主日
ビリヤコルタ・ジョナサン・

レイ・オリベロス
（神言修道会）

22日　待降節第4主日
早川　和彦

（押切・小牧・守山教会）
25日　主の降誕
ペラルタ・アンヘル・

ジュニア・ペレス
（三河センター）

29日　聖家族
ピリスプッレ・ジュード

（豊橋教会）

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、

ロ
ー
マ
時
間
10
月
６
日
正
午

（
日
本
時
間
午
後
7
時
）、
バ

チ
カ
ン
・
サ
ン
ピ
エ
ト
ロ
広

場
に
集
ま
っ
た
巡
礼
者
や
訪

問
者
に
向
け
て
の
「
お
告
げ

の
祈
り
」
に
お
い
て
、
タ
ル

チ
シ
オ
菊
地
功
東
京
大
司
教

を
含
む
21
名
を
枢
機
卿
に
任

命
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

（
東
京
大
司
教
区
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

以
下
は
、
菊
地
大
司
教
が

自
身
の
ブ
ロ
グ
「
司
教
の
日

記
」
に
記
し
た
枢
機
卿
任
命

に
際
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一

部
抜
粋
で
あ
る
。

「
驚
き
ま
し
た
。
心
の
底

か
ら
こ
れ
だ
け
驚
い
た
の
は

久
し
ぶ
り
な
ほ
ど
に
驚
き
ま

し
た
。
そ
し
て
困
惑
し
ま
し

た
。
枢
機
卿
は
単
な
る
名
誉

職
で
は
な
く
、
教
皇
様
の
顧

問
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割

が
多
々
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
自
分
の
足
り
な
さ
ば

か
り
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

…
…
12
月
8
日
に
親
任
の
た

め
の
枢
機
卿
会
が
行
わ
れ
る

そ
う
で
す
。
そ
れ
ま
で
ど
ん

な
準
備
が
必
要
な
の
か
、
見

当
も
つ
き
ま
せ
ん
。
…
…
一

緒
に
神
言
会
の
会
員
が
も
う

一
人
枢
機
卿
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
セ
ル
ビ
ア
の
ベ
オ
グ

表
し
た
。（
カ
ト
リ
ッ
ク
中

央
協
議
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

聖
年
と
は
、
本
来
は
、
あ

る
一
定
の
期
間
を
お
い
て

ロ
ー
マ
を
訪
れ
、
決
め
ら
れ

た
条
件
に
従
っ
て
祈
る
信
徒

た
ち
に
、
教
皇
が
聖
年
の
大

赦
（the Jubilee

）
と
呼

ば
れ
る
特
別
免
償
を
与
え
る

一
年
で
あ
り
、
平
和
と
免
償

を
祈
る
一
年
と
言
え
る
。
旧

約
聖
書
の
「
ヨ
ベ
ル
の
年
」

（
レ
ビ
記 

25
．１
～
55
参
照
）

の
、
土
地
の
安
息
、
負
債
の

免
除
、
奴
隷
の
解
放
と
い
う

50
年
ご
と
に
め
ぐ
っ
て
く
る

ヘ
ブ
ラ
イ
人
の
聖
年
の
考
え

に
基
づ
い
て
い
る
。
教
会
の

歴
史
に
残
る
第
１
回
目
の
聖

年
は
、
教
皇
ボ
ニ
フ
ァ
テ
ィ

ウ
ス
８
世
の
命
に
よ
っ
て
１

３
０
０
年
に
行
わ
れ
、
ボ
ニ

フ
ァ
テ
ィ
ウ
ス
８
世
は
、
こ

の
時
100
年
ご
と
に
聖
年
を
挙

行
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
そ

の
後
に
続
い
た
教
皇
た
ち
に

よ
っ
て
、
50
年
ご
と
、
33
年

ご
と
、
25
年
ご
と
と
聖
年
を

祝
う
期
間
が
変
遷
し
て
い
っ

た
よ
う
で
あ
る
。（
女
子
パ

ウ
ロ
会
Ｈ
Ｐ
、Laudare

参
照
）

地
方
教
会
（
各
司
教
区
の

こ
と
）
で
は
、
２
０
２
４
年

12
月
29
日
の
聖
家
族
の
日
か

ら
通
常
聖
年
と
な
り
、
こ
の

主
日
に
開
始
の
ミ
サ
を
行
う

こ
と
に
な
る
の
で
、
10
月
の

第
二
回
宣
教
師
牧
評
議
会
で

検
討
し
、
名
古
屋
教
区
と
し

て
は
、
松
浦
悟
郎
司
教
が
カ

テ
ド
ラ
ル
で
開
幕
の
ミ
サ
を

布
池
教
会
の
主
日
の
ミ
サ
で

行
い
、
各
小
教
区
は
、
通
常

の
主
日
ミ
サ
で
、
ミ
サ
の
前

か
説
教
の
時
に
司
教
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
読
み
、
同
じ
意
向

で
ミ
サ
を
捧
げ
る
こ
と
に
決

ま
っ
た
。

�

（
南
山
教
会　

秋
元
伸
介
）

ラ
ー
ド
の
ネ
メ
ッ
ト
大
司
教

さ
ん
で
す
。
以
前
か
ら
存
じ

上
げ
て
い
る
兄
弟
会
員
で

す
。
神
言
会
は
来
年
、
創
立

150
年
を
お
祝
い
し
ま
す
。
こ

の
150
年
の
歴
史
の
中
で
、
こ

れ
ま
で
枢
機
卿
は
、
１
９
６

７
年
に
帰
天
さ
れ
た
北
京
の

大
司
教
で
あ
っ
た
ト
マ
ス
田

（
テ
ィ
エ
ン
）
枢
機
卿
様
お

一
人
だ
け
で
し
た
。
今
回
、

二
人
目
と
三
人
目
の
枢
機
卿

が
誕
生
し
た
こ
と
は
、
神
言

会
に
と
っ
て
の
名
誉
に
な
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
同
時
に
、
こ
の
任
命

は
わ
た
し
個
人
の
名
誉
で
は

な
く
て
、
日
本
の
教
会
に

と
っ
て
、
ま
た
特
に
東
京
教

区
に
と
っ
て
大
き
な
名
誉
で

す
。
加
え
て
、
現
在
そ
の
総

裁
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
国
際
カ
リ
タ
ス
に

と
っ
て
も
名
誉
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
…
…
た
く
さ
ん
の

皆
様
か
ら
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
繰
り
返
し
で

す
が
、
自
分
の
身
に
余
る
役

目
を
仰
せ
つ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
自
分
の
足
り
な
さ
に

身
が
縮
む
思
い
を
し
て
い
ま

す
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
皆

様
の
お
祈
り
で
支
え
て
く
だ

さ
る
よ
う
に
、
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。」

神
言
修
道
会
日
本
管
区
本

部
の
あ
る
名
古
屋
教
区
に
も

縁
が
深
い
菊
地
新
枢
機
卿
の

今
後
の
聖
務
の
上
に
神
の
祝

福
と
聖
霊
の
導
き
を
祈
り
求

め
た
い
。

�

（
南
山
教
会　

秋
元
伸
介
）

11
月
３
日
㈰
の
午
後
２
時

よ
り
、
東
八
事
霊
園
第
二
墓

地
に
お
い
て
、
名
古
屋
教
区

合
同
慰
霊
ミ
サ
が
お
こ
な
わ

れ
、
約
70
名
が
参
列
し
た
。

椎
尾
匡
文
神
父
の
司
式
に

よ
り
、ミ
サ
が
捧
げ
ら
れ
た
。

説
教
の
中
で
神
父
は
ご
自
分

が
最
近
、
新
聞
の
死
亡
欄
に

目
を
留
め
る
こ
と
が
多
く
な

り
、
故
人
の
生
前
の
功
績
な

ど
だ
け
で
な
く
、
そ
の
方
の

享
年
に
も
注
意
を
む
け
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
、
自
分
も

年
齢
を
重
ね
、
何
時
か
は
人

生
の
終
わ
り
に
思
い
を
馳
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
話

さ
れ
、
パ
ウ
ロ
の
書
簡
中
に

あ
る
外
な
る
人
、
内
な
る
人

の
記
述
に
触
れ
、
外
な
る
人

は
衰
え
て
も
、
内
な
る
人
は

成
長
す
る
こ
と
、
肉
眼
に
は

見
え
な
い
キ
リ
ス
ト
を
内
な

る
人
の
目
で
見
て
信
じ
る
こ

と
の
意
味
の
深
さ
を
悟
り
、

信
仰
に
生
き
て
、
今
は
亡
く

な
っ
て
天
国
に
い
る
身
近
な

人
々
の
命
の
永
遠
を
思
い
起

こ
す
よ
う
に
と
話
さ
れ
た
。

聖
体
拝
領
後
に
椎
尾
神
父
と

早
川
和
彦
助
祭
が
、
各
墓
石

に
灌
水
を
し
て
廻
っ
た
。
そ

の
間
、
故
人
を
偲
ん
で
、
霊

魂
の
永
遠
の
安
息
を
願
っ
て

ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
を
捧
げ

た
。
慰
霊
祭
ミ
サ
は
約
１
時

間
ほ
ど
で
終
了
し
た
。

�

（
文
責　

秋
元
伸
介
）

教
区
東
八
事
第
二
墓
地 

合
同
慰
霊
祭

Ａ 

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ 

を
告
げ
に
出
て
い
こ
う
！

次
世
代
に
信
仰
を
い
か
に
つ
な
ぐ
か
？

�

「
隔
て
の
壁
」 

を
壊
し 

「
新
し
い
人
」 

に
な
ろ
う

教区設立100年 
後 の 課 題

希望は欺かない
― 二〇二五年の通常聖年公布の 

大勅書の紹介

　2024年12月24日にバチカンのサ
ンピエトロ大聖堂の聖なる扉が開
かれて開幕し、2026年1月6日の主
の公現の祭日に同扉が閉じられ閉
幕する通常聖年となる。この聖年
を公布する大勅書の日本語訳が刊
行された。聖年を、神の恵みから
希望を受け、神へと向かう歩みを
強めていただく機会とするととも

に、困難にある多くの人に希望をもたらす者となるよ
う招く。教皇庁内赦院の免償に関する教令を併録され
ている。なお、原文の発表年月日2024年5月9日である。

新成人（二十歳）と共に祝う 
2025年教区新年の集い

　2025年の教区新年の集いの日時は下記の
とおりである。名古屋教区の新年を始める
大きな行事であるので、是非とも多くの方々
が参加し、共に祝いたい。

開催日時　2025年1月12日（日）
　　　　　13：10　�新成人（二十歳）受付

開始（大聖堂入口）
　　　　　14：00　ミサ（新成人祝福式）
　　　　　�ミサ後　司教様と記念写真（ツー

ショット）

会　　場　布池教会大聖堂

世界平和の日（1月1日）

　聖パウロ六世は1967年12月8日、ベトナム戦争が
激化するなか、来る1月1日を平和の日とし、平和
のために祈りをささげるよう呼びかけた。それ以
来、全世界のカトリック教会は毎年1月1日を「世
界平和の日」とし、戦争や分裂のない平和な世界
が来るように祈っている。
　平和はキリスト教そのものに深く根ざしている。
キリスト者にとって平和を唱えることは、キリス
トを告げ知らせることに他ならない。新年にあたっ
て「信仰の原点に立ち返り、すべての善意ある人々
と手をたずさえて、平和な世界の実現に向かって、
カトリック信者としての責任を果たしていく」（日
本司教団『平和への決意』）ことができるよう決意
を新たにしたい。
� （カトリック教会情報ハンドブックより抜粋）
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今
年
も
ス
ポ
ー
ツ
の
日

（
10
月
14
日
）
に
、
中
区
の

栄
国
寺
（
西
山
浄
土
宗
清
涼

山
）
に
て
、
名
古
屋
教
区
の

因
か
ら
信
仰
を
伝
え
る
の
を

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
て
い
る
の
は

何
か
？
み
ん
な
と
分
か
ち
合

う
こ
と
に
よ
り
、
一
歩
を
踏

み
出
そ
う
」

こ
の
後
、
参
加
者
は
聖
霊

の
導
き
を
願
い
、テ
ゼ
の「
聖

な
る
霊
の
」
を
ギ
タ
ー
伴
奏

に
合
わ
せ
て
歌
い
、
６
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
分
か

ち
合
い
に
入
っ
た
。
①
神
を

信
じ
て
よ
か
っ
た
体
験
、
次

世
代
や
周
り
に
伝
え
た
い
こ

と
、
②
ち
ゅ
う
ち
ょ
さ
せ
て

し
ま
う
妨
げ
と
は
ど
ん
な
も

の
か
？
の
二
つ
の
課
題
を
も

と
に
、
一
時
間
た
っ
ぷ
り
時

間
を
取
り
、分
か
ち
合
っ
た
。

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
ど
ん
な

内
容
が
あ
っ
た
か
発
表
が

あ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
以
下
の
よ

う
に
集
約
さ
れ
る
。

・�

神
を
信
じ
る
こ
と
で
、
孤

独
な
時
、
苦
し
い
時
に
も

希
望
を
見
出
せ
、
心
に
平

安
が
あ
る
。

名
古
屋
教
区
福
音
化
養
成

委
員
会
主
催
の
研
修
会
が
、

布
池
教
会
地
下
ホ
ー
ル
で
10

月
４
日
行
わ
れ
た
。
自
分
の

殉
教
者
祭
が
行
わ
れ
た
。
本

来
な
ら
秋
涼
の
時
季
で
は
あ

る
が
、
気
温
25
度
以
上
の
夏

日
の
な
か
、
昨
年
と
同
様
に

70
余
名
の
信
徒

が
参
列
し
て
、

殉
教
者
顕
彰
の

ミ
サ
に
あ
ず
か

り
、
と
も
に
祈

り
を
捧
げ
た
。

献
花
後
に
は
、

ご
臨
席
を
賜
っ

た
栄
国
寺
の
第

20
代
の
若
松
ご

住
職
か
ら
お
言

葉
を
い
た
だ
い

た
。昨

年
、
松
浦

悟
郎
司
教
は
大

阪
高
松
大
司
教

信
仰
を
次
世
代
へ
つ
な
げ
て

い
く
た
め
に
ど
う
一
歩
を
踏

み
出
し
た
ら
よ
い
か
、
約
40

人
の
信
徒
が
集
ま
り
、
自
由

に
思
い
を
分
か
ち

合
っ
た
。

は
じ
め
に
松
浦

悟
郎
司
教
か
ら
導

入
と
し
て
、
自
分

の
信
仰
を
表
す
二

つ
の
難
し
さ
の
話

が
あ
っ
た
。「
一

つ
は
外
か
ら
の
原

因
―
周
り
が
キ
リ

ス
ト
教
の
環
境
で

な
い
。
二
つ
目
は

自
分
自
身
の
内
的

な
問
題
―
自
分
の

信
仰
に
自
信
が
な

い
、
喜
び
が
な

い
。
こ
れ
ら
の
原

10
月
６
日
、
瀬
戸
教
会
で

は
松
浦
悟
郎
司
教
を
迎
え
、

19
人
の
堅
信
式
が
行
わ
れ

た
。小

学
校
６
年
生
か
ら
高
校

生
ま
で
が
中
心
で
、
教
会
学

校
で
５
月
に
勉
強
を
重
ね
て

き
た
。

高
校
生
の
５
人
は
本
来
な

ら
３
年
前
に
受
堅
す
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

な
か
な
か
教
会
に
来
る
こ
と

が
で
き
ず
、
３
年
越
し
に
堅

信
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
家
族
も
ほ
っ
と
ひ
と
息

つ
い
て
い
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区

福
音
化
養
成
研
修
会
の
北
陸

ブ
ロ
ッ
ク
集
会
が
10
月
26

日
、
カ
ト
リ
ッ
ク
金
沢
教
会

で
開
か
れ
た
。
北
陸
の
各
教

会
か
ら
信
徒
、
シ
ス
タ
ー
が

約
30
人
が
参
加
し
、「
つ
な

げ
た
い
私
た
ち
の
信
仰
～
一

歩
踏
み
だ
す
た
め
に
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
分
か
ち
合
い
の

輪
を
広
げ
た
。

初
め
に
松
浦
悟
郎
司
教

は
「
信
仰
の
さ
ま
た
げ
、
壁

は
何
な
の
か
、
気
づ
か
せ
て

く
れ
る
分
か
ち
合
い
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。
参
加
者
は
４
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
「
神
を
信
じ
て
良

か
っ
た
体
験
」「
次
世
代
に

語
り
伝
え
て
い
く
こ
と
」「
福

音
を
伝
え
よ
う
と
一
歩
踏
み

出
せ
る
た
め
に
」
な
ど
に
つ

い
て
、
２
回
の
分
か
ち
合
い

を
行
っ
た
。
各
グ
ル
ー
プ

の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
分

か
ち
合
い
の
様
子
を
報
告
し

た
。参

加
者
の
一
人
は
、作
家・

瀬
戸
教
会
は
近
年
子
ど
も

の
数
が
急
増
し
て
お
り
、
今

年
の
初
聖
体
は
13
人
。
来
年

の
初
聖
体
の
勉
強
も
始
ま

り
、
10
人
前
後
が
初
聖
体
の

予
定
で
、
次
回
の
堅
信
式
も

多
く
の
受
堅
者
が
見
込
ま
れ

る
。
信
者
の
高
齢
化
も
進
ん

で
い
る
中
、
嬉
し
い
現
象
だ

と
言
え
る
。
こ
れ
か
ら
も
子

ど
も
に
寄
り
添
っ
た
司
牧
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

（
瀬
戸
教
会　

�

評
議
会
代
表
・
山
本
雅
徳
）

曽
野
綾
子
さ
ん
の
新
聞
随
筆

に
心
を
動
か
さ
れ
た
と
話
し

た
。
曽
野
さ
ん
は
随
筆
で 

「
イ
エ
ス
は
ど
こ
に
お
ら
れ

る
の
か
」「
空
の
上
か
、
心

の
中
か
、
い
や
自
分
自
身
の

右
肩
の
す
ぐ
後
に
お
ら
れ

る
」
と
記
し
、
続
け
て
、
マ

タ
イ
福
音
書
25
章
の
「
そ
の

最
も
小
さ
な
人
に
す
る
こ
と

は
私
に
す
る
こ
と
で
あ
る
」

を
紹
介
「
イ
エ
ス
は
自
分
の

目
の
前
に
い
る
人
の
す
ぐ
後

に
も
お
ら
れ
る
の
だ
」
と

綴
っ
た
。
そ
の
参
加
者
は
、

こ
の
こ
と
を
い
つ
も
忘
れ
ず

に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
話
し

た
。分

か
ち
合
い
の
終
わ
り

に
、
参
加
者
全
員
が
祈
り
や

思
い
、
決
意
を
紙
に
書
い
て

奉
納
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
様
々
な
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
有
意
義
な
集
い
だ
っ

た
」
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ

た
。

�

（
金
沢
教
会　

桑
島
至
基
）

区
の
着
座
式
で
欠
席
で
あ
っ

た
が
、
今
年
は
司
教
の
司
式

で
顕
彰
ミ
サ
が
捧
げ
ら
れ

た
。
浅
井
太
郎
神
父
（
殉
教

者
顕
彰
委
員
長
）
の
説
教
で

は
、
ま
ず
ガ
ザ
の
詩
人
、
故

リ
フ
ア
ト
・
ア
ル
ア
ラ
イ
ー

ル
（
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
爆
撃

で
殺
害
さ
れ
た
）
の
詩
の
冒

頭
の
「
わ
た
し
が
死
な
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
／
あ
な

た
は
生
き
な
く
て
は
な
ら
な

い
／
わ
た
し
の
物
語
を
語
り

…
」
が
紹
介
さ
れ
、
日
本
の

殉
教
者
に
つ
い
て
語
り
継
ぐ

こ
と
の
意
味
が
語
ら
れ
た
。

続
い
て
、四
大
殉
教
（
京
都
、

長
崎
、
江
戸
、
秋
田
）
と
主

と
し
て
寛
文
年
間
の
尾
張
・

美
濃
の
キ
リ
シ
タ
ン
殉
難
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
る
と
と
も

に
、
こ
の
千
本
松
原
の
地

で
207
人
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
処

刑
さ
れ
た
事
実
が
報
告
さ
れ

た
。
最
後
に
、
わ
れ
わ
れ
は

そ
の
殉
教
者
と
は
血
縁
で
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
同
じ

信
仰
に
お
い
て
こ
こ
に
立
っ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
殉
教

者
が
今
わ
れ
わ
れ
の
願
い
を

主
に
取
り
次
い
で
い
て
お
ら

れ
る
の
だ
と
強
調
さ
れ
た
。

閉
祭
、
献
花
の
あ
と
、
若

松
ご
住
職
か
ら
、
尾
張
藩
二

代
藩
主
の
徳
川
光
友
が
、
処

刑
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
菩

提
を
弔
う
た
め
に
栄
国
寺
を

創
建
し
、
丹
羽
郡
薬
師
寺

（
現
、
江
南
市
）
か
ら
巨
大

な
阿
弥
陀
如
来
像
を
移
し
た

と
い
う
来
歴
を
話
し
て
い
た

だ
い
た
。ご
住
職
は
さ
ら
に
、

今
わ
れ
わ
れ
が
立
っ
て
い
る

地
面
の
下
に
は
殉
教
者
の
遺

骨
が
埋
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
さ
れ
、
ま
た
わ
れ
わ

れ
の
存
在
の
究
極
は
素
粒
子

で
あ
っ
て
、
死
後
は
素
粒
子

に
還
っ
て
四
次
元
と
五
次
元

の
世
界
を
行
き
来
す
る
、
死

者
は
そ
う
し
て
今
こ
の
空
間

に
存
在
し
て
い
る
と
、
科
学

者
の
知
見
を
披
歴
し
て
く
だ

さ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
も
仏

教
も
そ
の
真
理
を
内
包
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
宗

教
間
相
互
理
解
の
可
能
性
を

語
ら
れ
た
。

本
日
の
ミ
サ
献
金
の

３
６
，４
４
６
円
は
、
若
松

ご
住
職
に
栄
国
寺
の
キ
リ
シ

タ
ン
慰
霊
碑
や
遺
物
の
保
存

を
お
願
い
し
て
、
受
け
取
っ

て
い
た
だ
い
た
。

�

（
一
宮
教
会　

橋
本
裕
明
）

つ
な
げ
た
い
私
た
ち
の
信
仰

～ 
一
歩
ふ
み
だ
す
た
め
に 

～

瀬
戸
教
会
　
堅
信
式

カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区
福
音
化
養
成
研
修
会

金
沢
教
会
で
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

集
会
、
30
人
が
分
か
ち
合
い

２
０
２
４
年　

名
古
屋
教
区
殉
教
者
祭
報
告

・�

祈
る
こ
と
が
出
来
る
の
は

救
い
。

・�

教
会
に
身
を
置
く
こ
と
で

安
心
感
が
得
ら
れ
、
お
互

い
助
け
合
う
中
で
喜
び
を

感
じ
る
。

・�

自
分
の
知
識
の
足
り
な
さ

か
ら
、
伝
え
方
が
分
か
ら

な
い
。

・�

一
般
社
会
で
は
、
宗
教
に

対
す
る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー

ジ
が
強
く
、
つ
い
話
す
の

を
た
め
ら
う
。

こ
れ
ら
に
対
し
、
松
浦
司

教
か
ら
次
の
3
つ
の
段
階
に

照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
コ
メ

ン
ト
が
あ
っ
た
。

①�

何
を
伝
え
た
い
の
か
？

　

�

愛
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
そ
の

も
の
を
伝
え
る
。
そ
の
た

め
に
は
聖
書
を
よ
く
読
ま

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

②�

キ
リ
ス
ト
の
愛
を
、
私
自

身
が
信
仰
体
験
と
し
て
感

じ
て
い
る
か
。

③�

こ
の
私
が
感
じ
た
こ
と
を

他
者
に
も
伝
え
よ
う
。

�「
人
に
伝
え
る
」
こ
と
に

対
し
て
、
私
は
ふ
さ
わ
し

く
な
い
、
と
自
分
の
方
か

ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う

と
、
キ
リ
ス
ト
と
の
間
に

壁
を
作
っ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
。
無
条
件
で
受
け

入
れ
て
く
れ
る
キ
リ
ス
ト

の
愛
を
私
が
強
く
心
に

持
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を

人
に
伝
え
た
い
と
思
う
は

ず
だ
。

松
浦
司
教
の
コ
メ
ン
ト
を

も
と
に
、
再
度
同
じ
グ
ル
ー

プ
で
分
ち
合
い
を
持
ち
、
私

た
ち
が
一
歩
踏
み
出
す
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
具
体

的
な
例
を
交
え
て
活
発
に
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
新
た
に

見
出
し
た
思
い
、
決
意
を
そ

れ
ぞ
れ
が
祈
り
と
し
て
紙
に

書
き
、
テ
ゼ
の
歌
に
合
わ
せ

て
奉
納
し
、
感
謝
の
う
ち
に

閉
会
し
た
。

�

（
南
山
教
会　

深
田
逸
子
）
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

ベ
ー
ス
地
で
あ
る
七
尾
教
会

26
年
11
月
14
日
～
15
日
で

名
古
屋
に
お
い
て
、
カ
ト

リ
ッ
ク
障
害
者
連
盟
全
国

大
会
の
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。

審
議
事
項

①�

新
成
人
と
共
に
祝
う
「
教

区
新
年
の
集
い
」
に
つ
い

て
は
、
教
区
行
事
予
定
に

あ
っ
た
実
施
日
を
１
月
19

日
㈰
か
ら
１
月
12
日
㈰
に

変
更
、
昨
年
度
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
よ
り
、
す
べ
て

が
前
倒
し
と
な
る
こ
と
が

決
ま
り
、
青
年
委
員
会
に

は
昨
年
の
よ
う
な
集
い
の

有
無
の
検
討
を
依
頼
し

た
。
担
当
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

茶
話
会
が
な
い
な
ら
、
教

会
外
で
ミ
ニ
バ
ザ
ー
的
な

こ
と
を
し
て
、
能
登
被
災

者
支
援
の
支
援
金
を
集
め

た
い
と
の
提
案
、
司
教
か

ら
は
、
外
国
籍
の
信
徒
で

二
十
歳
を
迎
え
る
人
へ
の

声
掛
け
を
主
任
司
祭
に
配

慮
し
て
も
ら
い
た
い
と
の

要
望
が
あ
っ
た
。

②�

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
金
・
銀

祝
に
つ
い
て
、
２
０
２
５

年
の
聖
香
油
ミ
サ
の
中
で

祝
う
。
対
象
司
祭
は
、
叙

階
50
周
年
（
金
祝
）
を
迎

え
る
神
言
修
道
会
司
祭
の

１
名
で
、
修
道
者
に
つ
い

て
は
修
女
連
の
シ
ス
タ
ー

速
水
が
調
べ
、
報
告
す
る

こ
と
に
決
ま
っ
た
。

③�「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の

た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
」
の
呼
び
か
け
に
つ
い

て
、
こ
の
団
体
へ
の
参
加

の
仕
方
は
「
賛
同
団
体
」

か
「
運
営
団
体
」な
の
で
、

名
古
屋
教
区
と
し
て
ど
う

す
る
か
に
つ
い
て
検
討
、

審
議
し
、
加
盟
時
期
は
今

す
ぐ
で
は
な
い
た
め
、
こ

の
会
議
で
は
判
断
が
難
し

い
の
で
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
で
意
見
交
換
し
、
そ
の

結
果
を
次
回
、
報
告
し
、

そ
れ
ら
を
基
に
宣
司
評
で

決
定
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

④�

２
０
２
５
年
の
通
常
聖
年

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

別
の
記
事
参
照
の
こ
と
。

⑤�

能
登
半
島
被
災
地
支
援
の

今
後
に
つ
い
て
、
10
月
よ

り
、
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
の
サ
ポ
ー

ト
終
了
後
、
新
体
制
で
カ

リ
タ
ス
の
と
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
引
き
続
き
復
興

支
援
を
行
う
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。
松
浦
司
教
か
ら

は
、
全
国
よ
り
教
区
に
約

２
億
円
の
寄
付
が
あ
り
、

う
ち
２
千
万
円
を
被
災
者

生
活
復
興
支
援
に
役
立

て
、
対
象
を
信
徒
だ
け
な

く
、
教
会
隣
接
の
幼
稚
園

職
員
も
含
み
、
残
り
を
被

災
し
た
教
会
や
司
祭
館
の

解
体
や
新
築
に
充
て
る
こ

と
、
こ
う
し
た
教
会
再
建

は
教
区
と
し
て
行
う
が
、

カ
リ
タ
ス
の
と
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
あ
く
ま
で
も

被
災
者
全
体
へ
の
支
援
を

行
う
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
小
グ
ル
ー

プ
で
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
教
区
と
し

て
、
毎
月
最
終
日
曜
日
に

被
災
地
の
た
め
に
祈
る
こ

10
月
６
日
㈰
の
午
後
２
時

よ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
布
池
教

会
地
下
ホ
ー
ル
に
て
、
松
浦

悟
郎
司
教
を
は
じ
め
、
出
席

し
た
32
名
の
委
員
で
行
な
わ

れ
た
。

確
認
・
報
告
事
項

①�

平
和
旬
間
に
つ
い
て
は
、

８
月
11
日
㈰
名
古
屋
地
区

の
平
和
旬
間
行
事
と
８
月

12
日
㈪
の
北
陸
地
区
の
平

和
旬
間
行
事
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

②�

今
年
度
の
予
算
執
行
の
中

間
報
告
と
、
来
年
度
の
予

算
請
求
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
っ
た
。

に
着
き
、
翌
朝
か
ら
活
動
に

入
っ
た
。
２
台
の
車
で
輪
島

さ
る
10
月
17
日
㈭
、
Ａ

Ｊ
Ｕ
自
立
の
家
後
援
会
主

催
「
第
31
回
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

コ
ン
サ
ー
ト
」
と
し
て
、
愛

知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
日
本
を

代
表
す
る
作
曲
家
で
、
日
本

作
編
曲
家
協
会
副
理
事
長
の

三
枝
成
彰
氏
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

に
よ
る
「
美
し
き
日
本
の
う

た
」
と
題
し
た
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
た
。

三
枝
氏
は
、
２
０
０
８
年

に
日
本
人
初
と
な
る
プ
チ
ー

ニ
国
際
音
楽
賞
を
受
賞
。
２

０
１
４
年
に
イ
タ
リ
ア
プ

チ
ー
ニ
音
楽
祭
に
て
オ
ペ

ラ
「
Ｊ
Ｒ
バ
タ
フ
ラ
イ
」
を

演
出
し
た
。
代
表
作
に
オ
ペ

ラ
は
「
忠
臣
蔵
」
や
オ
ラ
ト

リ
オ
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
」
が

あ
り
、
又
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
太
平
記
」や
「
花
の
乱
」

の
音
楽
も
担
当
。
旭
日
小
綬

章
の
受
章
と
共
に
文
化
功
労

章
の
顕
彰
を
受
け
て
い
る
。

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は

「
日
本
が
西
洋
か
ら
洋
楽
を

入
れ
て
か
ら
の
145
年
の
歴
史

を
た
ど
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

懐
か
し
く
、
そ
し
て
な
じ
み

の
深
い
童
謡
唱
歌
や
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
ソ
ン
グ
の
数
々
を
二
人

の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
演
奏
に
あ

わ
せ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦

の
出
演
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

の
定
期
ラ
イ
ブ
な
ど
で
世
界

で
活
躍
の
神
野
美
伽
さ
ん

や
、
著
名
な
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

の
小
林
沙
羅
さ
ん
は
じ
め
オ

ペ
ラ
歌
手
の
皆
さ
ん
の
素
晴

ら
し
い
歌
声
で
心
ゆ
く
ま
で

楽
し
ん
だ
。

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
出
演
者

全
員
が
ス
テ
ー
ジ
に
あ
が

り
、
手
話
通
訳
者
も
交
え
、

「
故
郷
」
を
観
客
と
一
緒
に

大
合
唱
し
、
盛
況
の
う
ち
に

コ
ン
サ
ー
ト
は
終
了
し
た
。

（
Ａ
Ｊ
Ｕ
自
立
の
家
後
援
会

�

木
下 

努
）

③�

殉
教
者
祭
（
栄
國
寺
）
に

つ
い
て
（
実
施
済
み
、
別

記
事
を
参
照
）
の
報
告
が

あ
っ
た
。

④�

敬
老
の
日
に
つ
い
て
は
、

75
歳
の
高
齢
者
用
敬
老

カ
ー
ド
の
必
要
枚
数
を
申

請
し
た
教
会
は
41
教
会
、

合
計
で
336
枚
で
あ
っ
た
と

報
告
さ
れ
た
。

⑤�

来
年
度
の
行
事
予
定
表
に

つ
い
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
、
委

員
会
、
各
種
団
体
へ
メ
ー

ル
等
で
依
頼
し
、
年
末
各

所
へ
配
布
予
定
と
の
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

⑥�

そ
の
他
は
、カ
障
連
よ
り
、

へ
向
か
っ
た
が
、こ
の
道
中
、

道
路
の
ゆ
が
み
や
亀
裂
、
崖

か
ら
落
ち
た
乗
用
車
、
山
か

ら
大
木
が
民
家
の
真
横
を
10

本
程
ず
り
落
ち
て
い
る
光
景

が
目
に
入
っ
て
く
る
。
輪
島

教
会
に
着
い
た
ら
教
会
は
、

更
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

た
。こ

こ
か
ら
軽
ト
ラ
ッ
ク
に

救
援
物
資
と
水
を
詰
め
た
タ

ン
ク
を
積
ん
で
、
巡
回
地
に

向
か
う
。「
水
の
支
援
は
本

当
に
助
か
る
」
と
住
民
の
方

が
感
謝
し
て
下
さ
っ
た
返
答

に
窮
し
、「
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
言
っ
て
水
を
渡
し

た
ら
、「
有
難
う
は
こ
ち
ら

の
方
で
す
」
と
言
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。
山
間
部
に
あ
る
巡

回
地
点
で
は
、
一
軒
の
お
宅

が
ま
と
め
て
受
け
取
り
、
そ

の
地
域
の
方
々
に
配
っ
て
お

ら
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が

と
て
も
し
っ
か
り
し
て
い
る

様
子
で
あ
っ
た
。

朝
市
で
ミ
カ
ン
と
輪
島
塗

の
耳
か
き
を
買
っ
た
ら
大
変

喜
ば
れ
、
ま
た
切
干
大
根
の

煮
物
も
買
い
、
と
て
も
美
味

し
か
っ
た
。
被
災
地
の
人
々

が
作
っ
た
製
品
を
購
入
す
る

こ
と
が
、
彼
ら
の
大
き
な
励

み
に
つ
な
が
る
こ
と
を
知
っ

た
。ス

ー
パ
ー
の
近
く
の
神
社

に
支
援
物
資
が
積
ま
れ
て
お

り
、
そ
こ
で
段
ボ
ー
ル
か
ら

物
品
を
出
し
て
テ
ン
ト
に
区

分
け
し
て
収
納
し
、
段
ボ
ー

ル
を
た
た
む
作
業
を
行
っ

た
。最

終
日
、
朝
の
お
祈
り
に

参
加
し
て
、
前
日
と
同
じ
よ

う
に
水
の
配
給
支
援
の
手
伝

い
を
し
た
。
午
後
か
ら
は
神

社
で
、
雨
に
濡
れ
た
段
ボ
ー

ル
の
中
身
の
詰
め
替
え
作

業
、
支
援
物
資
の
整
理
、
配

給
の
準
備
の
手
伝
い
を
行

い
、
作
業
は
終
了
し
た
。
最

終
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
カ
ッ

タ
ー
ナ
イ
フ
と
手
袋
が
あ
る

と
よ
か
っ
た
で
す
ね
、
と
い

う
話
に
な
っ
た
。

�

（
布
池
教
会　

加
藤
千
晴
）

カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー
ス
は
七
尾

教
会
に
あ
り
、
北
海
道
、
東

京
、
神
戸
、
名
古
屋
の
教
会

か
ら
６
名
が
集
ま
り
、
片
岡

神
父
を
含
む
ス
タ
ッ
フ
と
共

に
、
輪
島
市
に
お
い
て
被
災

者
支
援
活
動
を
お
こ
な
っ

２
０
２
４
年
度

第
２
回　

宣
教
司
牧
評
議
会

能
登
地
震
豪
雨
災
害
地
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て

と
、
後
は
、
特
に
決
め
な

い
が
、
各
小
教
区
は
、
自

主
的
に
被
災
小
教
区
に
手

紙
や
寄
せ
書
き
を
送
る
な

ど
で
、
私
た
ち
は
忘
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
を
伝

え
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

⑥�

そ
の
他

　

�「
福
音
の
ひ
び
き
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
説
教
２
０
２
５

年
度
版
の
担
当
司
祭
・
助

祭
一
覧
表
の
案
に
つ
い

て
、
司
祭
の
動
向
も
あ
る

の
で
、
変
更
が
あ
る
こ
と

が
伝
え
ら
れ
た
。

　

�

平
和
旬
間
に
つ
い
て
、
名

古
屋
地
区
で
の
分
か
ち
合

い
の
中
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
の
報
告
は
、
今
後
、

推
進
部
よ
り
各
方
面
に
な

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

今
年
の
元
旦
に
大
地
震
、
そ
し
て
今
回
の
豪
雨
と
二
重
の

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
能
登
地
方
で
、
10
月
７
日
～
９
日
に
行

わ
れ
た
支
援
活
動
の
報
告
を
紹
介
す
る
。

た
。
私
は
２
日
間
参
加
し
た

の
み
だ
が
、
上
記
６
名
の
中

に
は
長
期
で
滞
在
、
間
を
お

い
て
何
度
も
参
加
し
て
い
る

人
が
お
り
、
遅
れ
て
い
る
支

援
の
現
状
を
教
え
て
も
ら
っ

た
。
朝
９
時
に
輪
島
の
被
災

地
に
向
け
て
出
発
し
、
車
窓

か
ら
山
の
が
け
崩
れ
、
道
の

隆
起
と
陥
没
が
起
き
て
い
る

様
を
何
度
も
見
か
け
、震
災
、

洪
水
の
す
さ
ま
じ
さ
を
感
じ

た
。
一
時
間
半
で
現
場
で
あ

る
輪
島
市
に
到
着
、
輪
島
教

会
に
て
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
分
乗

し
、
飲
料
水
と
生
活
で
使
用

す
る
水
、
物
資
を
上
水
道
が

寸
断
さ
れ
た
地
域
の
民
家
に

届
け
た
。
午
後
は
輪
島
の
支

援
物
資
集
積
場
に
て
物
資
の

整
理
と
配
布
の
準
備
を
行
っ

た
後
、
明
日
配
布
す
る
物
資

を
積
み
込
み
、
ベ
ー
ス
で
あ

る
七
尾
教
会
へ
の
帰
途
に
つ

い
た
。

震
災
よ
り
９
カ
月
が
経
過

し
て
い
る
が
、
輪
島
市
に
は

い
ま
だ
倒
壊
し
た
ビ
ル
や
家

屋
が
多
く
取
り
残
さ
れ
て
お

り
、
多
く
の
人
々
が
避
難
所

や
仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
状
態
の
中
で
、
９
月

の
能
登
半
島
豪
雨
が
起
き
、

多
く
の
仮
設
住
宅
が
床
上
浸

水
の
た
め
使
用
で
き
な
く
な

り
、
多
く
の
人
々
が
再
度
住

居
を
失
う
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

活
動
の
中
継
地
と
な
っ
て

い
る
輪
島
教
会
は
、
震
災
に

て
聖
堂
が
倒
壊
し
、
現
在
は

更
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
お

り
、
信
者
た
ち
は
祈
り
の
場

を
な
く
し
て
い
る
。
住
居
を

な
く
し
た
人
々
に
、
必
要
な

物
資
や
水
が
届
く
た
め
に
、

ま
た
輪
島
教
会
の
隣
人
の
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
多

く
の
祈
り
、
支
援
金
、
支
援

物
資
、
支
援
の
手
が
必
要
で

あ
る
と
感
じ
た
。

�
（
南
山
教
会　

森 

直
樹
）

水害にあった仮設住宅

七尾教会の現在

三枝氏と出演者

第第
3131
回
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
コ
ン
サ
ー
ト

回
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
コ
ン
サ
ー
ト

～
美
し
き
日
本
の
う
た
～

～
美
し
き
日
本
の
う
た
～
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�
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

12
月
の
教
会
暦

１
日
㈰	
待
降
節
第
１
主
日

	

宣
教
地
召
命
促
進
の
日（
献
金
）

３
日
㈫	

日
本
宣
教
の
保
護
者　

聖
フ
ラ

ン
シ
ス
コ・ザ
ビ
エ
ル
司
祭（
祝
）

７
日
㈯	

聖
ア
ン
ブ
ロ
ジ
オ
司
教
教
会
博

士
（
記
）

８
日
㈰	

待
降
節
第
２
主
日

９
日
㈪	

無
原
罪
の
聖
マ
リ
ア
（
祭
）

13
日
㈮	

聖
ル
チ
ア
お
と
め
殉
教
者（
記
）

14
日
㈯	

聖
ヨ
ハ
ネ
（
十
字
架
の
）
司
祭

教
会
博
士
（
記
）

15
日
㈰	

待
降
節
第
３
主
日

22
日
㈰	

待
降
節
第
４
主
日

25
日
㈬	

主
の
降
誕
（
祭
）

26
日
㈭	

聖
ス
テ
フ
ァ
ノ
殉
教
者
（
祝
）

27
日
㈮	

聖
ヨ
ハ
ネ
使
徒
福
音
記
者（
祝
）

28
日
㈯	

幼
子
殉
教
者
（
祝
）

29
日
㈰	

聖
家
族
（
祝
）

	

通
常
聖
年
開
始
ミ
サ
（
布
池
教

会
）

1
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

１
日
㈬	

神
の
母
聖
マ
リ
ア

	

世
界
平
和
の
日

５
日
㈰	

主
の
公
現

12
日
㈰	

主
の
洗
礼
（
祝
）

18
日
㈯
～
25
日
㈯

	

キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
禱
週
間

19
日
㈰	

年
間
第
２
主
日

26
日
㈰	

年
間
第
３
主
日
（
神
の
こ
と
ば

の
主
日
）

	

世
界
こ
ど
も
助
け
合
い
の
日

（
献
金
）

教
区
行
事
予
定

12
月

７
日
㈯	

社
会
委
員
会
（
布
池
教
会
）
＊

　
（
＊
＝
松
浦
司
教
）

10
日
㈫	

樹
の
会
／
正
義
と
平
和
委
定
例

会

11
日
㈬	

カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会

14
日
㈯	

殉
教
者
委
定
例
会
／
典
礼
委
員

会
コ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
／
信
徒

協
役
員
会
／
社
会
委
員
会
（
金

沢
）
＊

17
日
㈫	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会
／

カ
リ
タ
ス
の
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
運
営
委
＊

19
日
㈭	

顧
問
会
＊

21
日
㈯	

レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ
「
名
古
屋
ク

リ
ア
」

26
日
㈭	
名
古
屋
教
区
司
祭
・
助
祭
の
集

い
＊
／
テ
・
デ
ウ
ム
＊

27
日
㈮	

教
区
事
務
所
仕
事
納
め

1
月

６
日
㈪	

教
区
事
務
所
仕
事
始
め

11
日
㈯	

信
徒
協
役
員
会
／
典
礼
委
員
会

コ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
／
宣
司
評

運
営
委
員
会
＊

12
日
㈰	

東
山
教
会
堅
信
式
＊
／
新
成
人

と
共
に
祝
う
「
教
区
新
年
の
集

い
」
＊

14
日
㈫	

樹
の
会
／
正
義
と
平
和
委
定
例

会

15
日
㈬	

カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会

16
日
㈭	

顧
問
会
／
月
集
＊

21
日
㈫	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

教
区
行
事
以
外
の
松
浦
司
教
予
定

12
月

５
日
㈭	

常
任
司
教
委
員
会　

会
議

12
日
㈭	

司
教
総
会

1
月

９
日
㈭	

常
任
司
教
委
員
会　

会
議

13
日
㈪
㈷
～
28
日
㈫

	

司
祭
養
成
研
修
会
（
フ
ィ
リ
ピ

ン
）

◇
12
月
の
炊
き
出
し
　

木
５
日
東
山
、
12
日
布
池
、
19
日
聖
霊・

南
山
・
樹
の
会
、
26
日
弁
当

金
６
日
喜
望
の
会
、
13
日
南
山
、
20
日

布
池新駐日教皇大使に 

モリーナ大司教が決まる
　教皇フランシスコは2024年1月25日付で新駐日教皇大使と
して、ベネズエラ出身のフランシスコ・エスカランテ・モ
リ ー ナ 大 司 教（Archbishop Francisco Gerardo Escalante 
Molina）を任命したことを発表し、エスカランテ・モリーナ
大司教はハイチの教皇大使を務めていたが、2021－2023年に
駐日教皇大使であったレオ・ボッカルディ大司教の後任とし
て、大使を務めることとなった。

ア
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
石
橋
泰
助
（
神
言
修
道
会
司
祭
）

略
歴

１
９
３
５
年
１
月
17
日　

東
京
都
生
ま
れ

１
９
６
６
年
10
月
29
日　

司
祭
叙
階

１
９
７
０
年
～
２
０
０
３
年　

南
山
大
学
教
員

１
９
７
５
年
～
１
９
８
１
年　

神
言
神
学
院　

院
長

１
９
８
３
年
～
１
９
８
９
年　

神
言
修
道
会　

日
本
管
区
長

２
０
０
３
年
４
月
１
日　
　
　

南
山
大
学
名
誉
教
授

２
０
２
４
年
９
月
19
日　
　
　

帰
天
（
享
年
89
歳
）

故
人
の
天
国
で
の
永
遠
の
安
息
を
願
い
、お
祈
り
し
ま
し
ょ
う
。

訃
報

第18回 ホスピス聖霊講演会
テーマ　ホスピスケアを体験して伝えたいこと
～「ありがとう」と言われて、看護はよろこび ～

講　師　水野敏子 氏　えふてーぶるかんご塾代表
日　時　2025年2月22日（土）
講　演　13：30～15：00（その後、30分の質疑応答）　＊入場13：00～
会　場　聖霊病院2階　聖霊ホール
対　象　一般
定　員　100名　定員になり次第締切
申込み方法　�はがき、封書、または E メールに、氏名・住所・電話番号を記入の上送付。 

・定員を越える場合は連絡有り。
締　切　2月14日（金）　必着
　　　　・�この講演会は、後日聖霊病院ホームページより配信予定。
申込み先および問合せ先
　〒466-8633 名古屋市昭和区川名山町56番地
　聖霊病院　カトリック社会事業室　ホスピス聖霊講演会係
　でんわ　（052）832-1181（内線3316）
　Ｅメール　katosha@seirei-hospital.org
主　催　聖霊病院　ホスピス聖霊推進委員会
後　援　ホスピス聖霊後援会「ぶどうの会」
� QR コードからも申込み可　　　　　　　

映画「道草」上映会
� 宍戸大裕監督作品
� 95分／日本／2018年／ドキュメンタリー

日　時　2025年1月18日（土）　13：30～15：15
会　場　カトリック名古屋教区センター2階
　　　　名古屋市営地下鉄東山線新栄駅から徒歩8分
　　　　　　　　　　　　桜通線車道駅から徒歩8分
　　　　JR 中央本線千種駅から徒歩9分
参加費　カンパ制（600円を目安に）
主　催　カトリック名古屋教区正義と平和委員会
連絡先　浅野幸治 asano@toyota-ti.ac.jp または090-8860-3627

映画紹介（公式チラシより）
知的障害者の暮らしとは？
　知的障害がある人の暮らしの場は広がってきていますが「重度」とされる人の多
くは未だ入所施設や病院、親元で暮らしているのが実情です。
　2014年に重度訪問介護制度の対象が拡大され、重度の知的・精神障害者もヘルパー
付きのひとり暮らしが出来る可能性は大きく広がりました。
　そんな中、16年夏には相模原障害者殺傷事件が起きました。この街で誰もがとも
にあるために、新しい選択肢を見つめてみませんか？

開催日変更のお知らせ

信仰の深みへと変容する読書会

濃尾　キリスト教史 

「キリスト教信仰のあかしをたどる」 

キリシタン時代から現代につづく信仰

※�10月号でお知らせした開催日を変更
します。今後の開催日は、2025年1月
13日（月・祝）2月1日（土）3月8日（土）
　�12月7日は中止で、2025年1月13日か
ら行います。

〈カルメル修道会日比野修道院、講座、黙想企画〉

【旧約聖書から学ぶキリスト教霊性】
―キリストの十字架の恵みをより味わうために―

日　時　2024年12月21日（土）14：30～16：30
テーマ　サムエル記の全体構造とメッセージ② 
持ち物　必ず聖書（旧約＋新約）をご持参ください。
場　所　カルメル会日比野修道院（日比野教会）、参加費無料
　　　　どなたでもご自由にご参加ください。
担　当　志村武神父（カルメル修道会）
問合せ　日比野修道院（052-671-1003）
以降の予定　1月18日（土）、2月15日（土）、3月15日（土）

【静修の集い】
日　時　2024年12月14日（土）10：00～15：00
講話担当　志村武神父（カルメル修道会）
テーマ　十字架の聖ヨハネの詩『暗夜』とアブラハムの信仰の深まり
スケジュール　講話①、ご聖体顕示、昼食、講話②、ミサ、茶話会
参加費　無料（自由献金をお願い致します）。どなたでもご自由にご参加ください。
持ち物　昼食（各自持参）
問合せ　日比野修道院（052-671-1003）

福 信 館福 信 館

ゴ
ー
ル

達成率
約89.2％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

670件 35,693,214円
目標額 40,000,000円
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（10月末現在）

★迷路の答えは【Ｃ】のお星さま


